
あ
で
徴
特
も
と
こ
る
い
て
れ
優
も
で
面
境
環
、
ど
な
る
き
で
用

。
す
ま
え
い
と
根
屋
た
し
適
に
土
風
や
候
気
の
本
日
、
り

葺
茅
に
共
と
化
変
の
会
社
や
式
様
活
生
は
で
在
現
、
し
か
し

た
れ
さ
定
指
に
財
化
文
は
物
建
の
ま
ま
の
き
葺
茅
の
ら
が
な
昔

定
指
に
財
化
文
要
重
の
国
。
す
ま
い
て
れ
ら
限
ぼ
ほ
に
物
建

堂
師
薬
寺
祥
吉
・）
区
地
河
野
岩
（
堂
本
寺
音
法
る
い
て
れ
さ（

粟
生

・）
区
地

雨
錫
寺
阿
弥
陀
堂

指
県
や
）
区
地
原
野
杉
（

建
な
的
表
代
が
）
区
地
川
二
（
台
舞
回
社
神
山
城
の
財
化
文
定

い
深
、
や
根
屋
な
き
大
の
配
勾
急
。
す
で
物

庇

な
し
出
り
張
の

形
、
れ
ま
育
に
土
風
の
本
日
で
中
の
史
歴
い
長
。
す
で
物
建
な

伝
の
そ
、
れ
訪
を
物
建
る
あ
の
根
屋
き
葺
茅
た
き
て
れ
ら
く
づ

れ
か
葺
で
物
植
ど
な
シ
ヨ
・
ラ
ワ
や
キ
ス
ス
は
と
根
屋
き
葺
茅

年
０
０
０
３
万
１
約
（
代
時
文
縄
は
で
本
日
、
で
称
総
の
根
屋
た

屋
瓦
、
り
お
て
れ
さ
用
使
に
居
住
の
）
前
年
０
０
５
２
約
ら
か
前

。
す
ま
り
あ
が
史
歴
い
古
に
か
る
は
て
べ
比
に
根

）
ｍ
０
７
８
高
標
（山
石
生
る
が
た
ま
に
町
野
美
紀
と
町
川
田
有

で
原
草
の
キ
ス
ス
な
大
広
と
望
眺
の
度
０
６
３
の
ら
か
頂
山
は
に

周
は
て
つ
か
、
が
る
あ
が
園
公
然
自
立
県
な
名
有

接
密
に
活
生
の
々
人
て
し
と
場
り
取
茅
の
域
地
辺

。
た
し
で
所
場
た
し

徴
特
た
れ
優
の
か
つ
く
い
、
は
に
根
屋
き
葺
茅

さ
高
の
性
熱
断
は
て
し
と
点
な
的
表
代
、
り
あ
が

キ
ス
ス
る
あ
で
料
原
の
根
屋
。
す
ま
れ
ら
げ
あ
が

ま
い
て
れ
わ
い
と
い
か
暖
は
場
冬
く
し
涼
は
夏

雨
、
り
お
て
れ
優
変
大
も
に
性
音
吸
、
た
ま
。
す

急
、
と
る
入
に
中
の
物
建
の
根
屋
き
葺
茅
に
日
の

感
を
さ
け
静
の
ど
ほ
る
な
く
な
え
こ
聞
が
音
雨
に

、
や
と
こ
い
良
が
性
気
通
も
に
他
の
こ
。
す
ま
じ

の
そ
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告


